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＜要　　　約＞
　介護労働安定センターによる介護労働実態調査では，介護サービスに従事する従業員の不
足感（「大いに不足」＋「不足」＋「やや不足」）は 66.2% であり，平成 25 年以降，4 年連続
して増加し，介護職員の離職率は，正規職員が 15.1％で非正規職員は 25.0％となっている 1）。
このように現在，介護福祉の現場では介護職員の不足が明らかにされている。しかし，こう
した介護離職について，離職に至る原因に着目した研究は多く見られるが，離職しなかった
理由に着目した研究は見られない。そこで，まず「余暇」「コミュニケーション」「ストレス」「職
務満足度」のキーワードを元に先行研究によるレビューを行なった。その結果，サークル活
動が職場での満足度を高めたり，離職率を下げたりすることへの研究はなされていなかった。
そこで，A 福祉施設で推奨しているサークル活動が，ストレス防止・離職予防・継続勤務と
何らかの関連性を持つとの仮説を立て，11 名の介護職員にインタビューを行い，介護福祉施
設でのサークル活動と現場のストレス軽減・継続勤務との関連性について明らかにしようと
試みた。M-GTA による分析の結果，福祉施設でサークル活動参加者がいることにより，職員
間の凝集性・求心性が生まれ（離職を思いとどまらせ），仕事においてのネットワークを強化
していた。さらに，そのネットワークにはサークル活動不参加者も含まれ，また，活動がス
トレス発散につながっていることが明らかにされた。
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Ａ福祉施設職員によるサークル活動と継続勤務についての一考察
A Study of Club Activities and Continuous Employment by Staff of A Welfare Facility
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１．はじめに
（１）研究の背景
　介護労働安定センターによる「平成 29 年度　
介護労働実態調査」では，介護サービスに従事す
る従業員の不足感（「大いに不足」＋「不足」＋「や
や不足」）は 66.2％であり，平成 25 年以降，4 年
連続して増加している。また，介護職員の離職率
は，正規職員が 15.1％で非正規職員は 25.0％となっ
ている 1）。このように現在，介護福祉の現場では
介護職員の不足が明らかにされている。しかし，
こうした介護離職について，離職に至る原因に着
目した研究は多く見られるが，離職しなかった理
由に着目した研究は見られない。これらは，社会
福祉学においても，まずは「生活者」である介護
職員の，生活の質や仕事へのモチベーションを保
つために喫緊の課題であると考えられる。そこで，
まず「余暇」「コミュニケーション」「ストレス」「職
務満足度」のキーワードを元に先行研究によるレ
ビューを行い，継続勤務とサークル活動の関連性
を探った。その結果，サークル活動が職場での満
足度を高めたり，離職率を下げたりすることへの
研究はなされていなかった。そこで，インタビュー
調査として，A 福祉施設で力を入れているサーク
ル活動が，ストレス防止・離職予防・継続勤務と
何らかの関連性を持つとの仮説を立て，サークル
活動の中での肯定的側面に着目し，11 名の介護職
員にインタビューを行い，介護福祉施設でのサー
クル活動と現場のストレス軽減・継続勤務との関
連性について明らかにしようと試みた。
（２）本研究への着想理由
　A 福祉施設で介護実習を行なった学生が，非常
に充実したものであったと話したこと，また，実
習指導者から「施設での離職率が低い」「サーク
ル活動に力を入れている」等の話を聴き，何らか
の関連があるのではないかと考えたことである。
２．文献研究
　まず，文献によりレビューを行なった。データ
ベースに CiNii Articles を用い，キーワード検索を
行う。選定基準は「職務満足度」「余暇」「コミュ
ニケーション」「ストレス」に関する論文とする。
（１）検索文献 437 件について選定基準に従い文
献を選定する。まず，「職務満足度　余暇」で検
索し，該当は 0 件であった。また，「職務満足度
　コミュニケーション」で検索し該当は 0件であっ
た。さらに，「職務満足度　介護福祉士」に該当
するものは 6 件であった。最終的に 6 文献がレ
ビュー対象となった。研究領域は看護学が最も多
く，教育学など多様な研究領域が含まれた。研究
デザインは事例研究が大半であり，出版年は 2002
年～ 2017 年であった。
（２）検索文献 4600 件について選定基準に従い文
献を選定する。まず，「余暇　コミュニケーション」
で検索し，該当は 57 件であった。また，「余暇　
介護福祉士」で検索し該当は 7 件であった。この
うちの 6 件が利用者の余暇についての内容であっ
た。さらに，最終的に文献がレビュー対象となっ
た。研究領域はリハビリテーション学など多様な
研究領域が含まれた。研究デザインは事例研究が
大半であり，出版年は 1961 年～ 2018 年であった。
（３）検索文献 135262 件について選定基準に従い
文献を選定する。「コミュニケーション　介護福
祉士」で検索し，該当は 40 件であった。また，「余
暇　介護福祉士」で検索し該当は 7 件であった。
このうちの 6 件が利用者の余暇についての内容で
あった。さらに，最終的に文献がレビュー対象と
なった。研究領域はリハビリテーション学など多
様な研究領域が含まれた。研究デザインは事例研
究が大半であり，出版年は 1999 年～ 2018 年であっ
た。
（４）検索文献 67585 件について選定基準に従い
文献を選定する。まず，「ストレス　余暇」で検
索し，該当は 44 件であった。また，「ストレス　
介護福祉士」で検索し該当は 37 件であった。さ
らに，「ストレス　コミュニケーション」では 662
件が該当した。最終的に 19 件がレビュー対象と
なった。研究領域は医学も含まれた。研究デザイ
ンは事例研究が大半であり，出版年は 1984 年～
2018 年であった。
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（５）文献研究の結果
　先行研究から，神庭によると余暇に仕事のこと
を考えることは，仕事への工夫やアイデアにつな
がる可能性があるとしている 2）。また官澤らは，
ポジティブな側面を活性化させるためには日常の
何気ない周囲の人たちとの関わり合い，気持ちの
切り替えや息抜きになる余暇が必要であり，しか
し，それらの中には気づかないために利用されて
いない資源がある。さらに，余暇を無視した生活
は生きる喜びを失わせることにもなりかねないと
している 3）。さらに，小畑らは，職場での満足度
を最も強くするサポートは上司，同僚，家族や友
人と続いており，コミュニケーション技術を高め
ることが仕事の意欲を強めることにつながること
を示している 4）。これらのことから推測されるの
は，職場を通じてのサークル活動では，勤務中以
外での関わりもあるため，職場の上司や同僚との
コミュニケーションの頻度が高まり，それらが仕
事の意欲も高めるのではないかということであ
る。さらに，余暇において仕事のことを考えるこ
とが仕事への工夫やアイデアにつながっていると
明らかにされているため，サークル活動でのコ
ミュニケーションにおいてもそのような考えが浮
かぶのではないかということである。一方で，サー
クル活動が職場での満足度を高めたり，離職率を
下げたりすることへの研究はされておらず，また
ストレス対処方略の回避的コーピングや気分転換
にも類似しているが，それらとの関連性について
も検討が必要である。そして，余暇活動において
の承認もまた職務満足につながっているのではな
いだろうか。これらが今後明らかにすべき課題で
あると考えられた。
３．インタビュー調査
（１）目的と方法
１）研究の目的
　A 福祉施設で力を入れているサークル活動が，
ストレス防止・離職予防・継続勤務と何らかの関
連性を持つとの仮説を立て，サークル活動の中で
の肯定的側面に着目し，11 名の介護職員にインタ
ビューを行い，介護福祉施設でのサークル活動と
現場のストレス軽減・継続勤務との関連性につい
て明らかにすることである。
２）研究の方法
　サークル活動を推奨する A 介護福祉施設の介護
職員 11 名に，一人あたり 20 分～ 30 分で，文献
レビューにより得られた項目を元に，インタビュー
ガイドの作製をし行なった。インタビューの内容
として，先行研究をふまえ，【個人】【サークル活動】
【職務満足度】【余暇】【ストレス】に焦点を当てた。
なお，対象者は，機縁法により選定し，①介護職
員であること②常勤職員であること③勤続年数は
問わない④サークル活動の継続勤務への影響を考
慮し，比較のためにサークル活動に参加していな
い者もインタビューを行うとした。さらにデータ
は M-GTA（修正版グラウンデッド・セオリー・
アプローチ）5）により分析を行うこととした。
　調査日時，会場については A 介護福祉施設の介
護実習担当者を通じて調整し，会場は A 施設の 1
室を借用した。また，事前に施設長宛に調査依頼
書を送付し，インタビュー当日にも対象者個々に
文書にて説明し，同意を得た。調査は平成 31 年 3
月中旬の 3 日間で実施した。
（２）妥当性
　調査対象施設では，サークル活動を実際に行
なっており，職員の離職率が低い施設を選定する
ことで，サークル活動が職員の継続勤務について
どのように働いているかを明らかにすることがで
きる。
（３）倫理的配慮
　本研究は大妻女子大学生命科学研究倫理審査に
基づく。インタビュー調査開始前に，調査対象施
設長，調査対象施設の介護職員に対して調査依頼
説明書，調査依頼同意書を用いながら文書と口頭
にて説明を行う。調査の実施中に説明の申し出が
あった場合は都度説明を行う事とする。匿名化に
関しては，調査開始直後から氏名や施設が特定さ
れない様に加工し，インタビュー内容の分析のた
め調査対象者と IC レコーダーの内容を一致させ
るための通し番号のみ設定することとする。調査
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協力者には，研究途中でのデータの取り消しがい
つでも出来る事を伝え，施設，職員，利用者に不
利益になる情報の情報漏洩防止を徹底することを
伝え，必要な場合はデータの消去をする旨の説明
を行う。同時に，調査の中で得た名簿やデータの
情報の管理については鍵のかかる専用ケースに保
管し，データ化した情報についてはパスワードを
使用し保管することとする。データ類は外部に持
ち出さず大妻女子大学福祉共同研究室で保管する
こととし，調査終了後 5 年以内に紙媒体のデータ
は裁断し破棄する。電子データに関しては，デー
タファイルをパスワード化したうえで閲覧制限を
行う。データの破棄に関しては 5 年以内に復元不
可能な方法でデータの削除を行う。また，クラブ
活動に参加していた職員情報が，既に退職済みの
場合でも同様データ管理は慎重に行う。
（４）A福祉施設について
　A 福祉施設は B 市内にあり，B 市は人口が約 26
万人（令和元年 6 月現在）で，高齢化率は 27.1％（平
成 27 年）で，B 市のある都道府県の中では高齢
化が進んでいる地域である。B 市は伝統のある祭
りも有名であり，住宅地と田園風景の混在した街
並みとなっている。その中にある A 福祉施設は介
護老人保健施設として 2000 年に認可を受けて設
置され，入所定員は 90 名，従来型の個室の設備
となっている。同施設内には通所リハビリテー
ションと短期入所療養介護も併設されている。施
設の理念は，「一人一人の生活を尊重し，その方
らしく，充実した生活を送ることを目指すこと」
であり，施設の特徴は，身体拘束を行わないなど
人権尊重に強い意識を持っていることである。職
員配置は常勤中介護福祉士が 23 名，介護に従事
した経験年数は 1 年未満が 4 名，1 年以上 5 年未
満が 11名，5年以上が 16名となっている。一方で，
Ａ福祉施設の離職率は 3％（平成 30 年データ，常
勤職員 31 名中 1 名が退職）であり，介護労働安
定センターによる全国の介護老人保健施設の平均
離職率は 13.2％（平成 29 年度，常勤職員のみ対象）
であった。
（５）A法人　クラブ活動援助の取り決めについて
１）目的　法人職員相互の親睦と交流の促進，健
全な心身の形成を目的として，クラブ活動に対す
る補助金の支給について定める。
２）支給要件　法人は，次の条件をすべて満たす
クラブに対して補助金を支給する。
・健全な目的を有していること
 ・3 人以上の職員から構成されており，活動日に
　は職員の 5 割以上が参加していること
 ・1 年間に 4 回以上の活動を実施していること
・代表者及び会計責任者を置いていること
３）補助金の申請　補助金を申請するクラブは，
設立時・部員入会時は 30 日以内に，継続申請に
ついては毎年 4 月 30 日までに申請書を事務に提
出しなければならない。申請書には名簿を添付し
なければならない。
４）補助金の決定　法人は，前項の申請書を受理
した時は，各クラブへ補助金として 1 年間に 1 人
12,000 円を支給する。法人は，補助金の支給を決
定したときは，速やかに各クラブに通知する。
５）活動報告書　法人から補助金の支給を受けた
クラブは，4 月 30 日までに次に掲げるものを事務
に提出しなければならない。
・活動実績報告書
・収支報告書（前年度）・領収書添付
＊複数の活動に参加することも可能である。
（平成 28 年 5 月 1 日より施行）執筆者により名称
等一部修正。
（６）結果
　平成 28年の取り決め施行日以前にも有志でサー
クル活動が行われており，参加メンバーが他職種
や同法人他事業所所属であってもよいとされてい
た。2019 年 4 月 2 日現在施設で把握しているサー
クル活動参加者は 12 名である（入所部門 30 名中
11 名，通所部門 6 名中 1 名であるため，常勤職員
中 33％が参加していることになる）。さらに，施
設の管理者がサークル活動を推奨している。この
施設におけるサークル活動の内容は，食事会やス
ポーツ，インドアな内容など多岐に渡ることが明
らかになった。これらの 11 名の介護職員からの
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インタビューによりワークシートを作成し，その
分析結果から，17 の概念と，5 つのカテゴリー「職
場の仲間と自分の役割」「仕事に対する考え方」「離
職についての考え方」「サークルについて」「スト
レスについて」が生成された。
１）調査協力者の属性
① 男性，サークル活動経験あり，勤務年数は 11 年，
基礎資格は社会福祉主事，他施設経験あり（入
所）。
② 男性，サークル活動経験あり，勤務年数は 12 年，
基礎資格は介護福祉士，前職なし。
③ 女性，サークル活動経験あり，勤務年数 5 年，
基礎資格は介護福祉士，前職なし。
④ 男性，サークル活動経験なし，勤務年数 2 年 6 ヶ
月，基礎資格は介護職員初任者研修，他施設経
験あり（入所）。
⑤ 女性，サークル活動経験なし（参加予定あり），
勤務年数 10 年，基礎資格は介護福祉士，前職
なし。
⑥ 男性，サークル活動経験あり，勤務年数 6 年，
資格なし，他施設経験あり（入所）。
⑦ 男性，サークル活動経験なし（参加予定あり），
勤務年数 2 年 6 ヶ月，資格なし，他職種経験あ
り（飲食系）。
⑧ 女性，サークル活動経験あり，勤務年数 8 年，
基礎資格は介護福祉士，他職種経験あり（事務
系）。
⑨ 男性，サークル活動経験なし，勤務年数 4 年，
基礎資格は介護福祉士，前職なし。
⑩ 女性，サークル活動経験あり，勤務年数 11 ヶ月，
基礎資格は介護職員初任者研修，他施設経験あ
り（通所）。
⑪ 男性，サークル活動経験あり，勤務年数 1 年
11 ヶ月，資格なし，他職種経験あり（技術系）。
　職員の平均勤続年数は 5.58 年であった。
２）サークル活動の主なもの
・運動系①　球技，メンバー人数９名，補助が出
る以前より活動。OBの参加もあり。
・運動系②　対戦系，メンバー人数10名，同法人
他事業所の参加もあり。
・インドア系　食事会，メンバー人数 12 名。
・音楽系　楽器演奏，メンバー人数 10 名。
３）分析ワークシート例②　サークル活動参加後
の変化
概念名：「濃厚になるコミュニケーション」
定義：サークルに参加することで職員間に見られ
た変化の内容
ヴァリエーション：
・入職したばっかりの頃は普段の…コミュニケー
ション…職員同士の…取り辛かった部分もあっ
たんですけど，参加することによって，でコ
ミュニケーションが結構密に取れるようになっ
てきました（№5）。
・休憩中は（フロアは）分かれてますけど，外に
行ったりして駐車場で話したりとかします（№
6）。
・日常会話も基本的なところだけじゃなくて，ま
あ，そういったところも増えた感じがしますね
（№1）。
・前は…そんな壁があったんですよ。べっこみた
いな。でも別部門の主任がクラブ（サークル）
部員で。…本当挨拶だけだったっていうのも前
あって。でも今，くだらない話も全然するし
（№2）。
・職場だとそんな話せなかった人とかとも，やっ
ぱりプライベートで話して。少し仕事がしやす
くなるっていうのは（№7）。
・ただそこでこっちが疎外感を感じたりとか，そ
こだけでかたまって，こっちに接触してこない
というのはここではないので。それはまあ，い
い作用っていえば，いいところなのかな，（〇
№1）
・やっぱりコミュニケーションが濃くなってるの
かなあって。（活動していないメンバーが入り
にくいっていうのは？）ないですね（〇№2）。
・その部署がどういう考えでやっているかみたい
なのは伝達しやすい空気はできているのかな
あ，（〇№3）
・…趣味だったりするものが，まあそういうお話
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とかも日常的にもまたするようになったりした
…どんどん職員同士でやっぱりどんどん何か仲
が濃くなっていったのかなあって（№3）
理論的メモ：　
・ザイアンス（Zajonc,1968）による単純接触効
果。ある対象に反復して接触することで，その
対象への好感度が高まる現象6）。
対極例：
 ・ここ 2 年で…環境が変わっちゃったんで。あま
り…ちょっと（〇№4）。
注）〇…サークル活動不参加者，なし…サークル
活動参加者。
№ カテゴリー 概念名 定義
１ 職場の仲間と自分
の役割
周りに合わせる潤滑剤 常に周囲のことを考えて，自分が一番手ではなくても上手く
周りが動けるようにする役割。
２ 職場の上司とサークルのコーチ
が兼任
職場だけでなく，サークルでも同僚または先輩は，仕事の悩
みを相談しやすく聞いてくれる存在。
３ コミュニケーションでは自分か
ら声をかける
職員間でのコミュニケーションがあるのは基本で，さらに声
を掛けられるよりまず自分からかける。
４ 濃厚になるコミュニケーション サークルに参加することで職員間に見られた変化の内容
５ 仕事に対する考え
方
プラス方向に働く仕事への思い サークル活動後の仕事について，プラス方向に働くことを個々
で感じている。
６ 利用者と職員の満足感が自分の
満足につながる
利用者，職員それぞれの個性を活かしながらも，どうにかし
て仕事をいい方向に持っていけるか。
７ 基本的には生活のため，でもそ
れ以外の理由もある
何が何でも介護，ではなく，基本的には生活のためだが，利
用者や家族のため，自分自身の成長の機会でもある。
８ 利用者や他職員のための知識の
積み重ねと制約のせめぎ合い
1 人 1 人の仕事に対する思いは異なるが，利用者や他職員の
ためを思い，自分自身のためだけのことを考えることはほと
んどない。
９ 離職についての考
え方
全くないということはないが，
サークルが引き留めることもあ
る
辞めたくなったことがない人も少数いる。落ち着いたとして
も１度は離職したくなっているが，サークル活動が引き留め
ることもある。
10 一度離れてもまた戻りたくなる
居心地のよさ
同じところにずっといた人も，一度離れた人も，居心地の良
さを知っている。
11 サークルについて 仲間意識と生きる上での支えに
なるもの
直接仕事そのものではないが，活動があることにより仲間意
識が生まれ，生きる上での支えになるもの。
12 サークル参加はあくまでも個々
の意思を尊重
一度は必ずサークルへの誘いの声がかかるが，あくまでも参
加は自由意志である。しかし参加しなくても施設内の他の集
まりには参加できる
13 スポーツしよう＋経験者がいる
＋気軽に誘う←補助が後押し
経験者が集まり，身体を動かそうとの話から気軽に集まり，
その動きを施設からの補助が後押しをする。
14 施設からの恩恵で活動に存分に
打ち込める
費用面で参加をためらっていた職員も，補助が出ることで気
がねなく参加でき，打ち込める。
15 スケジュール調整も活動の一環 主で動く人がいるところもあるが，強制されることなく自然
に役割分担が決まっている。
16 ストレスについて 趣味に没頭したり，共通の意識
を持ったりするのに仲間が必要
仕事のストレスを発散するには，仕事のことを考えないくら
いに何かに没頭するか，アイデアを求めたり，自分も吐き出
したりできる仲間が必要である。
17 増すコミュニケーション，減る
ストレス
サークル活動中のコミュニケーションの増加が職場でのスト
レス減少につながる。
４）概念と定義
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６）ストーリーライン
　A福祉施設の職員の「仕事についての考え方」は，
【基本的には生活のため，でもそれ以外の理由も
ある】。「何が何でも介護」ではないが，【利用者
や他職員のための知識の積み重ねと制約のせめぎ
合い】，そして【利用者と職員の満足感が自分の
満足につながる】。
　「職場の仲間と自分の役割」では，【周りに合わ
せる潤滑剤】【コミュニケーションでは自分から
声をかける】のように考え，意識的に行動をして
いた。
　「サークル活動に関して」は，【サークル参加は
あくまでも個々の意思を尊重】しており，声はか
かるが強制をされることはない。参加者の思いと
しては，【仲間意識と生きる上での支えになるも
の】である。さらに，【活動をしよう＋経験者が
いる＋気軽に誘う←補助が後押し】のような図式
ができており，また，【スケジュール調整も活動
の一環】であるため，周囲の変化にも注意を払う
ようになる。参加者は【施設からの恩恵で活動に
存分に打ち込める】。
　「サークル活動参加後の変化」について，【濃厚
になるコミュニケーション】があり，このことに
ついては，サークル活動参加者以外の職員もピリ
ピリした空気がなくなるなどと感じていた。そし
て，【プラス方向に働く仕事への思い】では，活
動参加者はサークルに参加することで仕事につい
てもプラス方向に考えるようになっていった。
　「ストレスについて」感じている者もいるが，【増
すコミュニケーション，減るストレス】であり，【趣
５）結果図
 
 
 
 
 
 
  
 
( )
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【サークルについて】
・参加後のコミュニケーション増
・仲間意識と生きる上での支えに
なるもの
・サークル参加はあくまでも個々
の意思を尊重
・サークルしよう＋経験者がいる
＋気軽に誘う　←　補助が後押し
・施設からの恩恵で活動に存分に
打ち込める
サークル
参加
サークル
参加
サークル
参加
サークル
参加
サークル
参加
サークル
参加
サークル
参加
8
大 妻 女 子 大 学
人間関係学部紀要 人間関係学研究　21　2019
味に没頭したり，共通の意識を持ったりするのに
仲間が必要】と感じ，【職場の上司とサークルの
コーチが兼任】している。これらの濃厚なコミュ
ニケーションの中にはサークル活動に参加してい
ない者も含まれ，職員間のネットワークを強化し
ていた。
　さらに，「離職についての考え」は，【全くない
ということはないが，サークルが引き留めること
もある】【一度離れてもまた戻りたくなる居心地
のよさ】があり，サークル活動の存在や参加がきっ
かけで入職した者がいることも明らかになった。
（７）考察
１）【職場の仲間と自分の役割】【仕事に対する考
え方】
　職員間での仕事についての考え方では，「周り
にあわせる潤滑剤」として，常に周囲のことを考
えて，自分が一番手ではなくても上手く周りが動
けるようにする役割を個々が担っていた。福祉人
材確保専門委員会は「介護福祉士としての社会的
評価を高めるためには，一定のキャリアを積んだ
介護福祉士がリーダとして」「多職種と連携しな
がら」7）介護を行うと人材として期待している。
それは，介護福祉士にもまとめ役や調整をするよ
うな，ソーシャルワーカー的な役割を担うことを
意図しており，A 福祉施設ではまさにその役目を
介護職が請け負っているといえるのではないか。
２）【離職についての考え方】【ストレスについて】
　入職して年数の浅い 2 名の職員以外は「何度か
離職をしたいと思ったことがある」との結果で
あった。本研究では，離職をした理由ではなく，
離職を思い留まった理由の方に焦点を当てた。そ
のため，離職をしなかった内容を詳しく聞いてい
くと，一度退職をしたが，サークル活動を通じて
職員との繋がりをもち，再度就職した者の存在が
明らかになった。また，サークル活動を通じて，
職員間の繋がりが深まり，コミュニケーションが
取りやすくなったことでストレスをため込まず，
スポーツによって発散ができるために離職を思い
留まった者がいることも分かった。
一方で，サークル活動には参加していないが，離
職せずに継続勤務をしている職員の存在も明らか
になった。この職員は，ストレスも感じているが，
本人なりの趣味や，サークル活動外での職員間の
交流の機会を設けて発散方法を持ちストレスを発
散させていた。
３）【サークルについて】
　サークルとは，「コトバンク」によると，① 円。
円周。円形。また，円形のもの。輪。環。② 社会
的な問題や文化・芸術・スポーツなどに関心をも
つ人々の私的な集まり。同好会。「演劇－」「読書－」
としている 8）。
　一方で，クラブ活動とは，「コトバンク」では，
共通の趣味や関心をもつ児童，生徒によって組織
的に営まれる文化的，体育的，あるいは奉仕的活
動。児童，生徒の自主的な集団活動を本質とし，
これを通して個性の伸張，社会性の発達が期待さ
れている。第 2 次世界大戦後，教育的意義が認め
られて教育課程のなかに位置づけられ，現行の学
習指導要領においては，特別活動の一内容を構成。
しかし，指導者や施設の不足などのほか，受験体
制からの圧迫，活動の形式化など，問題が少なく
ない 9）とされている。
　井上らの「ウィズダム英和辞典」によると，サー
クル活動とは和製英語であり，本来の学校・会社
でのサークルや同好会はクラブ（club）である 10)。
A 福祉施設における活動は，定められたルールか
ら見ても，やはりサークル活動と捉えることが自
然であるといえるが，職員間では「サークル活動」
「クラブ活動」とどちらも同じような意味合いで
用いられていた。そのため，本稿ではサークル活
動とクラブ活動の両面から取り上げていくことと
する。
　いわゆる中・高校生が参加するクラブ活動にお
いてのマイナス面は，中途で活動に参加しなく
なったり，入学当初から参加しなかったりする者
は周囲から孤立しがちであることが多い点であ
る。また，多くは中学校や高等学校に属する 3 年
間だけでの活動であり，その集団に属している一
時性・一過性のものである。クラブ活動に集団生
9石井　千麻：Ａ福祉施設職員によるサークル活動と継続勤務についての一考察
活でのルールを学ぶために参加することもある
が，運動能力に優れている場合は，競技として勝
敗が重要性を持ち，個人の進路にまで影響を持つ
こともある。また，大学等のサークル活動では活
動自体に強制力がないため逆に求心性や凝集性も
あまり見られない。これらを踏まえると，施設内
においてサークル活動に参加していない職員の立
ち位置はどのようなものかと考えていた。
　一方で，A 福祉施設のサークル活動の取り決め
が参加を強制するものではないため，職員の心理
的な負担も少なかった。しかも，参加者だけが固
まってコミュニケーションを取るという結果も出
なかった。河村は，中学生のクラブ活動において
の調査を行い，集団に対して生徒たちが魅力を感
じ，自発的に集団にとどまろうとする程度を集団
凝集性というが，それがより高まっていることを
確認している。また，部活動集団が生徒たちにとっ
て単なる所属集団から準拠集団に近づいていった
と考えられるとしている 11）。A 福祉施設のサーク
ル活動は，この河村の研究のように，集団に対す
る魅力や，自発的に集団にとどまろうとする気持
ちを高めるようにプラスに働き，大学等のサーク
ル活動で見られるような強制力のなさもまた，心
理的な負担が少ないという意味ではプラスに働い
ているといえるのではないか。
　また，インタビューで得られたコメントの中か
ら，「受け答え」のキーワードが出てきたが，申
し送り等で事実や出来事を伝える際，言葉を発す
る方は言っただけで伝わったと思い込み，相手に
浸透したと勘違いする場面が見られる場合があ
る。しかし，サークル活動でのコミュニケーショ
ンを介すると，答えに相手が受け取ったというこ
とが分かるようになる部分も含まれていると考え
られる。インタビュー実施前は，コミュニケーショ
ンの増加について，サークル参加者内では増加す
ると予測していたが，結果はサークル活動参加者
以外も疎外感を感じることはなく，むしろコミュ
ニケーションが増加したと感じていた。
　さらに，今回のインタビュー調査の結果から明
らかにされた，「コミュニケーションの濃密化」
について，介護労働安定センターの調査結果にも
あるような，サークル活動が「職場内の仕事上の
コミュニケーションの円滑化を図っている（定期
的なミーティング，意見交換会，チームケアなど）」
だけでなく，「悩み，不満，不安などの相談窓口
を設けている（メンタルヘルス対策を含む）」「新
人の指導担当・アドバイザーを置いている」12）に
ついても間接的に効果的があるのではないかと考
えられる。
　また，施設から補助が出ることにより参加に対
するためらいが減少していた。高辻らの調査で明
らかにされていたような，参加を希望したいと考
えているが，費用捻出の面でためらっている者の
参加を促している 13）と考えられた。
　さらに，サークル活動に現在は参加していない
者でも，「次年度より参加予定」の者もおり，参
加には積極的であることが明らかにされた。そし
て，レヴィンによる 凝集性の効果 14）がサークル
活動外にも及ぶことがあった。それは，①学生時
代から施設でアルバイトをしていて，その際から
サークル活動の存在を知っており，参加を勧誘さ
れたため正社員になる以前から参加していた者②
別の仕事をしていたがスポーツを通じて外部で知
り合い，A 施設に転職してきた者（仕事の内容に
もスポーツにも興味があった）である。
　特にまた，仕事を一旦退職した後もサークル活
動のメンバーとつながり，活動を継続し再度施設
での勤務に復帰するような参加者の存在も明らか
になった。そして，現在参加していない職員でも
サークル活動について否定的な理由で参加しなく
なったのではなく，むしろ「同じ趣味の者がいな
い」「（出産等の）個人的な都合で参加していなかっ
た」「新たなサークル活動をしようとしている」
との理由があることが明らかにされた。また，こ
の施設では男性も育児をすることが当然のように
思われており，子育て中のママ友のような相談事
を男性職員間でもしている点についても明らかに
なった。男性に比べて女性の方が一般的にはコ
ミュニケーション能力が高いと言われるが，この
点において，宮木は，文化庁による「国語に関す
る世論調査」（2013）を男女別の統計として作成・
考察し，その中で「コミュニケーションにおいて
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重視すること」では，「相手との人間関係を作り
上げながら伝え合うこと」の占める割合が女性は
男性より 12 ポイントも上回っていることを明ら
かにしている。さらに，「今後，女性就労者の増
加に伴い，社内における男女のコミュニケーショ
ンの機会はますます増加するだろう。職場におい
ては職位による上下関係もあるため，そのコミュ
ニケーションはますます複雑化していくものと考
えられる。」15）としている。この点を踏まえると，
女性職員の方が人数の多い介護現場においては，
男性職員も円滑な業務のためにコミュニケーショ
ン能力を高めなくてはならない。この能力を高め
るのに，サークル活動参加はプラスの影響がある
と考えられる。今回のインタビュー調査において
は，サークル活動の影響を探るために，活動に参
加していない職員からも話を聞いたが，その中に
サークル開始前から長期の休暇を取っていた職員
がおり，復職後にサークル活動が開始されていた。
インタビューでは，その職員はピリピリした感じ
がなくなっていたと感じていた。職員の個人的な
状態（仕事から長く離れていたので，早く仕事を
したかったため新鮮に感じた）や，職員構成の変
化などの理由も考えられるが，サークル活動の影
響もあるのではないだろうか。
　本来職場への帰属意識が高い者がサークル活動
に参加する場合も考えられるが，今回のインタ
ビューでは，
① A 福祉施設の正規就職前のアルバイト中にサー
クル活動に勧誘され，そのまま活動をしながら
正規職員になった者
②一度離職したものの，サークル活動には引き続
き参加しており再度 A 福祉施設に就職した者
③入職前からサークル活動のコーチの関係で A 福
祉施設の職員と面識があり，そのつながりから
A 福祉施設のサークル活動に参加を希望して就
職した者
④新人職員として採用され，入職後サークル活動
に勧誘され，仕事についての満足度が高く，離
職についての考えは浮かばない者
　の存在も明らかになった。インタビュー対象者
において，サークル活動参加者中 7 名のうち 4 名
が上記のような結果となり，この 4 名については
職場への帰属意識が高いためにサークル活動に参
加したという影響は考えにくいのではないだろう
か。
　レヴィンによるグループ・ダイナミクスでは，
集団行動を一種のエネルギー転換というかたちで
捉え，集団の目標を決定しまたその方向に消費さ
れるエネルギーの総体をシナージーと呼ぶとして
いる。また，凝集性とは，集団内に成員を引きと
めるべく作用する全体的場の力」と定義される。
凝集性の高さは集団全体のまとまりの良さを説明
し，さらに志気・能率の高さなどとも関連して捉
えられることもある 16）。そして，クラブ活動の元
となるグループワークの効果は「集団内の相互交
流と集団形成過程を通して変容と成長をもたらす
技術」17）としてされているが，A 福祉施設でのサー
クル活動は，活動に参加していない者にも凝集性
が働き，集団内に成員を引きとめるべく作用し（離
職への考えを思いとどまらせ），さらに個人の発
達やグループの成長をはかる効果があったと考え
られる。
４．結論
　今回の調査結果を踏まえ，福祉施設でサークル
活動に参加する者がいることによって，施設の職
員間の凝集性・求心性が生まれ，集団内に成員を
引きとめるべく作用し（離職への考えを思いとど
まらせ），活動参加が職場において個人の発達や
グループの成長をはかる効果があったと考えられ
る。また，サークル活動参加がストレス発散につ
ながっていた。そして，それまでは気づかなかっ
た職員の新たな一面を知ることで仕事においての
ネットワークが強化されていた。さらに，そのネッ
トワークにはサークル活動に参加しない者も含ま
れていた。また，活動の参加が強制ではないこと
から職員の負担感も少ないことが明らかにされた。
５．課題
　その一方で，今回の調査は介護職員からのイン
タビューのみで，福利厚生としてのサークル活動
の推奨をどのような目的を持って意図し，職員間
11石井　千麻：Ａ福祉施設職員によるサークル活動と継続勤務についての一考察
の結びつきや人材育成につなげているかなどは明
らかにされなかった。また，背景にある，福祉に
おける法定外福利厚生だけでなく，一般的な福利
厚生の動向についても明らかにする必要があるの
ではないか。そのため管理職の方々へ引き続き聴
き取り調査を行うことが今後の課題であると考え
られた。
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